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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

山
陽
道
・
津
山
往
来
・
庭
瀬
往
来

第
26
回

は
じ
め
に

　

岡
山
市
は
、
中
四
国
の
広
域
交
通
結

節
点
に
位
置
す
る
政
令
指
定
都
市
と
し

て
、
約
７
９
０
㎢
と
い
う
広
大
な
市
域
の

中
に
、
都
心
、
市
街
地
、
田
園
、
中
山

間
な
ど
、
多
様
性
に
富
む
地
域
を
有
し

て
い
る
。
災
害
が
少
な
く
温
暖
で
恵
ま
れ

た
自
然
環
境
と
高
次
の
都
市
機
能
を
同

時
に
享
受
で
き
る
「
住
み
や
す
さ
」
が
魅

力
で
あ
り
、
そ
れ
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

都
市
と
し
て
の
歴
史
は
古
く
、
大
和

政
権
と
拮き
っ
こ
う抗

し
た
一
大
勢
力
と
言
わ
れ

る
古
代
吉
備
国
の
時
代
か
ら
、
瀬
戸
内

海
に
面
す
る
地
の
利
を
生
か
し
て
、
水

陸
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
。

　

戦
国
時
代
末
期
に
は
、
戦
国
大
名
と

し
て
名
高
い
宇
喜
多
直
家
・
秀
家
父
子

に
よ
り
、
岡
山
城
と
城
下
町
の
整
備
が
進

め
ら
れ
、
岡
山
発
展
の
礎
が
築
か
れ
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
岡
山
藩
31
万
５
千

石
が
誕
生
し
、
名
君
池
田
光
政
・
綱
政

父
子
に
よ
り
、
藩
学
校
の
設
立
を
は
じ

め
、
日
本
三
名
園
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

る
岡
山
後
楽
園
の
築
造
や
大
規
模
な
新

田
開
発
な
ど
、
都
市
の
骨
格
が
形
成
さ

れ
た
。

街
道
と
城
下
町
、 

歴
史
・
文
化
遺
産

　

古
代
山
陽
道
は
、
大
和
朝
廷
と
九
州

太
宰
府
を
結
ぶ
東
西
幹
線
道
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

　

秀
家
は
、
城
下
町
の
整
備
と
と
も
に

陸
上
交
通
路
の
整
備
に
も
力
を
注
ぎ
、

旭
川
へ
の
架
橋
に
よ
り
山
陽
道
の
道
筋

を
城
下
中
心
部
に
引
き
込
む
と
と
も

に
、
沿
道
に
領
内
各
地
か
ら
有
力
商
人

を
呼
び
寄
せ
、
に
ぎ
や
か
で
活
気
あ
る

商
人
町
を
形
成
し
た
。
こ
れ
が
、
県
下

最
大
の
商
業
核
と
な
る
表
町
商
店
街
の

始
ま
り
で
あ
る
。

　

併
せ
て
、
城
下
町
を
中
心
に
県
北
の

津
山
に
向
け
て
は
旭
川
沿
い
に
津
山
往

来
、
城
下
町
か
ら
西
方
に
向
け
て
は
海

岸
寄
り
に
延
び
る
庭
瀬
往
来
、
そ
の
他

下
津
井
往
来
、
牛
窓
往
来
、
倉
敷
往
来

な
ど
多
く
の
街
道
が
放
射
状
に
整
備
さ

れ
、
城
下
町
の
発
展
を
支
え
た
。

　

人
や
モ
ノ
、
情
報
の
往
来
、
文
化
の

交
流
の
場
と
な
っ
た
街
道
は
、
時
代
と

と
も
に
道
筋
や
姿
を
変
え
つ
つ
も
、
沿

道
に
江
戸
の
歴
史
・
文
化
を
伝
え
る
陣

屋
町
、
門
前
町
、
宿
場
町
が
形
成
さ
れ
、

当
時
を
し
の
ば
せ
る
街
並
み
や
多
く
の

歴
史
・
文
化
遺
産
が
は
ぐ
く
ま
れ
た
。

　

特
に
、
山
陽
道
周
辺
で
本
市
と
総
社

市
に
ま
た
が
る
吉
備
路
一
帯
は
、
悠
久

の
時
を
超
え
、
古
代
吉
備
国
の
繁
栄
を

今
に
伝
え
る
造
山
古
墳
な
ど
の
多
く
の

遺
跡
群
や
、「
桃
太
郎
・
温
羅
伝
説
」な

ど
古
代
ロ
マ
ン
を
か
き
立
て
る
吉
備
津

神
社
・
吉
備
津
彦
神
社
、
古
代
の
山
城
・

鬼
ノ
城
な
ど
、
歴
史
・
文
化
遺
産
の
宝

庫
で
あ
る
。

　

国
指
定
史
跡
数
は
政
令
指
定
都
市
の

中
で
京
都
市
に
次
い
で
２
番
目
に
多

未
来
へ
躍
動
す
る
桃
太
郎
の
ま
ち
岡
山

岡お
か
や
ま山

市
長（
岡
山
県
）　
大お

お
も
り森
雅ま

さ
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く
、
こ
れ
ら
歴
史
・
文
化
遺
産
を
物
語

で
紡
ぐ
新
た
な
魅
力
を
創
出
し
、
広
く

そ
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

歴
史
・
文
化
遺
産
を 

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

街
道
沿
い
や
後
楽
園
周
辺
で
は
、
先

人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
歴
史
的
街

並
み
や
風
致
景
観
な
ど
、
各
時
代
の
歴

史
が
織
り
な
す
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
的
景

観
が
守
ら
れ
て
き
た
。

　

代
表
的
な
街
並
み
と
し
て
は
、
津
山

往
来
沿
道
で
は
後
楽
園
の
門
前
で
に
ぎ

わ
っ
た
出
石
町
地
区
が
あ
り
、
世
界
的

な
画
家
国
吉
康
雄
の
生
誕
地
と
し
て
も

知
ら
れ
る
。
都
心
で
あ
り
な
が
ら
戦
災

を
免
れ
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け

て
建
て
ら
れ

た
和
風
・
擬

洋
風
建
築
な

ど
が
独
特
の

雰
囲
気
、
魅

力
を
醸
し
出

し
て
い
る
。
ま

た
、
庭
瀬
往

来
沿
道
で
は

庭
瀬
・
撫
川
地

区
の
歴
史
的

街
並
み
が
陣

屋
町
の
面
影
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
街
道
で
は
な
い
が
、「
西

大
寺
会
陽
・
は
だ
か
ま
つ
り
」
で
有
名

な
西
大
寺
観
音
院
参
道
沿
い
に
あ
る
西

大
寺
五
福
通
り
は
、
多
く
の
和
風
・
擬

洋
風
建
築
が
レ
ト
ロ
な
魅
力
を
醸
し
出

し
て
お
り
、
数
々
の
映
画
・
ド
ラ
マ
の

ロ
ケ
地
と
な
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
歴
史
的

街
並
み
は
、
家
屋
の
荒
廃
や
都
市
開
発

の
進
展
等
に
よ
る
喪
失
が
懸
念
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
３
地
区
で
は
、
平
成
17

年
か
ら
地
域
住
民
が
、
建
物
の
形
態
・

意
匠
な
ど
一
定
の
ル
ー
ル
を
ま
ち
づ
く

り
協
定
に
定
め
、
修
景
費
助
成
制
度
も

活
用
し
な
が
ら
、
官
民
連
携
に
よ
り
、

歴
史
的
街
並
み
の
保
全
・
再
生
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
街
道
や
城
下
町
の
歴
史
・
文

化
の
由
来
等
を
現
地
で
紹
介
す
る
看
板

「
岡
山
歴
史
の
ま
ち
し
る
べ
」は
、
統
一

し
た
デ
ザ
イ
ン
で
整
備
さ
れ
、
街
な
か

を
歩
い
て
楽
し
む
際
の
新
た
な
魅
力
と

な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
岡
山
城
・
岡
山
後
楽
園
を

中
心
に
美
術
館
、
博
物
館
な
ど
文
化
施

設
が
集
積
す
る
岡
山
カ
ル
チ
ャ
ー
ゾ
ー

ン
で
は
、
近
年
国
内
外
か
ら
来
訪
者
が

増
加
し
て
お
り
、
施
設
間
の
連
携
イ
ベ

ン
ト
の
充
実
等
に
よ
り
回
遊
性
を
高
め

る
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
吉

備
路
で
は
、
歴
史
・
文
化
資
源
を
収
集
、

顕
彰
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
を
通
じ

て
そ
の
魅
力
を
広
く
国
内
外
に
発
信
す

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
後
、
周
辺
都
市
と
も
連
携
し

な
が
ら
、
観
光
資
源
を
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
。

　

最
後
に
、
本
市
は
、
岡
山
固
有
の
歴

史
・
文
化
に
由
来
す
る「
桃
太
郎
」を
新

た
な
都
市
づ
く
り
の
象
徴
と
し
て
お

り
、「
未
来
へ
躍
動
す
る
桃
太
郎
の
ま

ち
岡
山
」
を
基
本
目
標
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
多
く

の
歴
史
・
文
化
遺
産
を
し
っ
か
り
と
受

け
継
ぎ
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
と
と

も
に
、
新
た
な
魅
力
を
創
造
・
発
信
し
、

活
力
と
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
都
市
づ
く
り

に
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

津山往来沿道の和洋混在の歴史的街並み

　
古
い
に
し
えか
ら
、
人
や
物
資
の
輸
送
、
文
化

の
交
流
の
場
と
な
っ
た
「
道
」
は
、
時
代

と
と
も
に
姿
、
形
を
変
え
な
が
ら
も
沿

道
に
は
数
多
く
の
歴
史
文
化
遺
産
が
残

さ
れ
て
い
る
。

　
山
陽
道
は
、
古
代
に
都
と
九
州
太
宰

府
を
結
ぶ
官
道
と
し
て
整
備
さ
れ
、
近
世

で
は
宿
場
町
が
形
成
さ
れ
、
城
下
町
整
備

に
よ
り
道
筋
は
城
下
に
引
き
込
ま
れ
、
沿

道
は
商
人
町
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
津
山
往
来
︵
岡
山
│
金
川
│
建

部
│
津
山
)は
、
岡
山
城
下
か
ら

津
山
城
下
に
至
る
、
備
前
と
美
作

を
結
ぶ
重
要
な
道
で
あ
っ
た
。

　
庭
瀬
往
来
(岡
山
│
庭
瀬
)は
、

岡
山
城
下
を
起
点
に
備
中
を
横
断

し
備
後
福
山
に
至
る
鴨
方
往
来
の

う
ち
、
岡
山
か
ら
庭
瀬
に
至
る
街

道
で
あ
り
、
庭
瀬
は
陣
屋
町
と
し

て
栄
え
た
。

一
口
メ
モ

山陽道・津山往来・庭瀬往来

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」
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広島県
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岡山市

津山市

庭瀬

兵庫県
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津山往来
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山陽道

地
域
の
歴
史
文
化
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
街
道


